
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建築物の室内の壁に設けた孔を覆うように壁の裏面側に、灯油コックを収容したボック
ス本体を取付け、壁の表面側に蓋体を取付ける灯油コック収納用ボックスであって、
　

前記壁の裏面側に当接するボックス本体の端面にシール材を貼着した灯油コック収納
用ボックス。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、暖房器具等に接続される灯油配管に設けられる灯油コックを収容した灯油コ
ック収納用ボックスに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来のこの種の灯油コック収納用ボックスにおいては、灯油コックを収容したボックス本
体が室内の壁に設けた孔に対応するように、壁の裏面に装着されている。蓋体は壁の孔に
対応するように、壁の表面に装着されている。また、壁などに固定するためのネジ止め用
の孔はボックス本体の側面及び底面に設けられている。
【０００３】
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前記蓋体は、壁の表面側に当接する本体と、該本体から壁の裏面側の方向に向けて突出
して前記孔に挿入される支持筒とを備え、前記ボックス本体は、前記支持筒の開口を覆い
つつ



さらに、灯油コックと配管との接続部はボックス本体内に配設されている。灯油コックの
接続部に接続された配管をボックス本体外部に出すための孔はボックス本体側面に一定の
形状及び大きさで設けられている。これらボックス本体及び蓋体は金属材料より形成され
ている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、壁の裏面には凹凸部があるため、ボックス本体と壁の裏面との間に隙間が生じ
、その隙間を介してボックス本体内に風が入り込み、その風はさらに壁の孔を通り、壁の
表面側の蓋体を介して室内に侵入し、暖房効果を低下させるという問題があった。
【０００５】
また、ボックス本体の側面及び底面には、ネジ止め用の孔が開放状態で設けられている。
このため、その未使用のネジ止め用の孔から風がボックス本体内に入り、その風はさらに
室内に侵入し、室内の暖房効果を低下させるという問題があった。
【０００６】
さらに、ボックス本体側面には灯油の配管をボックス本体の外部に出すための孔が一定の
形状及び大きさで設けられているので、その部分に隙間が生じ、気密性が低下するという
問題があった。しかも、ボックス本体内に灯油コックと配管との接続部が設けられている
ことから、その接続部での配管の接続作業が面倒である。
【０００７】
加えて、壁などに固定するためのネジ止め用の孔がボックス本体に設けられていることか
ら、ボックス本体をネジで壁に取付けるための操作をボックス本体内から行う必要があり
、その作業が面倒であるという問題もあった。
【０００８】
この発明は、このような従来の技術に存在する問題点に着目してなされたものである。そ
の目的とするところは、建築物の室内に風が入り込まないように遮断し、高気密性を保持
することができる灯油コック収納用ボックスを提供することにある。他の目的とするとこ
ろは、灯油コックと配管との接続が容易で、ボックス本体を壁に取付けるための作業が簡
易な灯油コック収納用ボックスを提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するために、請求項１に記載の発明の灯油コック収納用ボックスでは
、建築物の室内の壁に設けた孔を覆うように壁の裏面側に、灯油コックを収容したボック
ス本体を取付け、壁の表面側に蓋体を取付ける灯油コック収納用ボックスであって、

前
記壁の裏面側に当接するボックス本体の端面にシール材を貼着したものである。
【００１３】
従って、請求項１に記載に灯油コック収納用ボックスにおいては、壁の裏面側に当接する
ボックス本体の端面にシール材が貼着されている。
このため、壁の裏面とボックス本体の端面との間から風が入り込むのを防止でき、建築物
の室内への風の侵入を遮断でき、高気密性を保持することができる。その結果、暖房器具
の効率を高めることができる。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の一実施形態を、図１～図７に基づいて詳細に説明する。
図１，２に示すように、灯油コック収納用ボックスは、建築物の室内の壁１１に透設され
た孔１２を覆うように壁１１の裏面側に取付けられるボックス本体１３と、壁１１の表面
側に取付けられる蓋体１４とよりなる。灯油コック１５はボックス本体１３内に収容固定
されている。取付部１６はボックス本体１３の上部及び下部の両側に突出形成されている
。取付孔１７は各取付部１６に一対ずつ透設されている。そして、図７に示すように、各
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前記
蓋体は、壁の表面側に当接する本体と、該本体から壁の裏面側の方向に向けて突出して前
記孔に挿入される支持筒とを備え、前記ボックス本体は、前記支持筒の開口を覆いつつ



取付孔１７にビス２０を挿通して壁１１にねじ込むことにより、ボックス本体１３を壁１
１に取付固定できるようになっている。
【００１８】
図２～４に示すように、ねじ止め用の孔１８はボックス本体１３の内底面に対角線上に位
置するように一対設けられている。その孔１８には孔１８を塞ぐ薄膜１９が形成され、図
５に示すように、使用時にはビス２２を螺入することにより破られるようになっている。
【００１９】
図１，２に示すように、四角枠状をなすゴム製のシール材２１はボックス本体１３の端面
に粘着テープにより接合されている。すなわち、弾性材料としてのゴム製のシール材２１
に粘着テープが貼着され、その粘着テープの離型紙を剥がし、ボックス本体１３の端面に
接合されている。そして、ボックス本体１３が壁１１に取付けられたとき、壁１１の裏面
とボックス本体１３の端面との間から風がボックス本体１３内に入り込まないようになっ
ている。
【００２０】
図２，３に示すように、灯油コック１５はボックス本体１３内に配設され、ボックス本体
１３の内底部にビス２３により締付固定されている。灯油コック１５基端の接続部２４は
、ボックス本体１３内下部から下方へ突出し、そのねじ部２５に壁１１内を通る灯油配管
２６が螺合されるようになっている。灯油コック１５先端の接続管２７は、前方へ折曲形
成され、その外周に複数の環状突起が形成されている。そして、この接続管２７にゴム管
２８が接続され、コック１５を回動させることにより、壁１１内の灯油配管２６から灯油
コック１５、接続管２７、ゴム管２８を介して室内の図示しない暖房器具にまで灯油が供
給されるようになっている。
【００２１】
図１～３に示すように、蓋体１４は四角枠状の本体３０と、本体３０から後方へ四角筒状
に突出する支持筒３１と、本体３０に開閉可能に支持された開閉蓋３２とよりなっている
。回動軸３３は蓋体１４の下端両側に突出されて本体３０に支持されることにより、開閉
蓋３２が前方へ開閉可能になっている。一対の係止爪３４は開閉蓋３２の上端縁に突出さ
れ、開閉蓋３２が閉じた状態で自然に開かないようになっている。
【００２２】
灯油用のゴム管２８を引き出すための開閉窓３５は開閉蓋３２の中央から上部位置に設け
られ、中央部の支持軸３６が開閉蓋３２に支持されることにより開閉可能になっている。
止め片３７は開閉蓋３２の裏面側において開閉窓３５の両側に突出形成されて開閉蓋３２
に当接し、開閉蓋３２の前方へは開かないようになっている。切欠き３８は開閉蓋３２の
上部中央において、開閉窓３５の上方に位置するように形成され、その切欠き３８を介し
て開閉窓３５の上端縁に指を掛けて開閉窓３５を開閉操作できるようにしている。
【００２３】
図５～７に示すように、この蓋体１４は、支持筒３１が壁１１の孔１２に挿通され、ビス
３９によりボックス本体１３に取付けられることにより、壁１１の表面側に取付けられる
。そして、図２に示すように、灯油コック収納用ボックスの不使用時には開閉蓋３２と開
閉窓３５を閉じた状態にし、図中鎖線で示すように、灯油コック収納用ボックスの使用時
には開閉蓋３２を前方へ開け、開閉窓３５を後方へ開ける。その状態で、灯油用のゴム管
２８を蓋体１４の支持筒３１内を挿通させ、ボックス本体１３内の接続管２７に接続し、
その後開閉蓋３２を閉じる。それにより、室内の暖房器具にゴム管２８から灯油を供給す
ることができるようになっている。
【００２４】
次に、この実施形態の灯油コック収納用ボックスについて作用を説明する。
さて、図７に示すように、実施形態の灯油コック収納用ボックスにおいては、ボックス本
体１３を壁１１に取付ける場合、ボックス本体１３の上下両端より外方に突出形成された
取付部１６の取付孔１７に内側からビス２０を通して壁１１にねじ止めする。
【００２５】
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また、図６に示すように、ボックス本体１３の内底面のねじ止め用の孔１８を利用して、
ボックス本体１３を壁１１に取付ける場合には、その孔１８を塞ぐ薄膜１９に対し、ボッ
クス本体１３内からビス２２を通して薄膜１９を破ってボックス本体１３を壁１１に固定
することができる。
【００２６】
図２に示すように、このようにボックス本体１３を壁１１に取付ける場合には、予めボッ
クス本体１３の端面にシール材２１を貼着した後、そのシール材２１を壁１１の裏面側に
当接させた状態でボックス本体１３を壁１１に取付ける。そして、ボックス本体１３の端
面と壁１１の裏面との間の隙間から風が入り込まないようにする。さらに、灯油コック１
５をボックス本体１３内に配置し、ビス２３によりボックス本体１３の内底部に締付固定
する。灯油コック１５基端の接続部２４のねじ部２５に壁１１内を通る灯油配管２６を螺
合する。
【００２７】
次に、図２、図５～７に示すように、壁１１の表面側から蓋体１４の支持筒３１を壁１１
の孔１２からボックス本体１３内に挿入した後、ビス３９により蓋体１４の本体３０をボ
ックス本体１３に取付ける。このようにして、灯油コック収納用ボックスを壁１１の所定
箇所に取付固定することができる。
【００２８】
この状態で、図１，２に示すように、指を開閉窓３５上部の切欠き３８から開閉窓３５の
上端に掛け、開閉蓋３２を開閉窓３５とともに前方へ開く。そして、一端が暖房器に接続
された灯油用のゴム管２８の他端を蓋体１４の支持筒３１内へ挿入して、灯油コック１５
の接続管２７に接続する。その後、開閉蓋３２を閉じ、開閉蓋３２の上端を押圧して係止
爪３４を本体３０に係止することにより、開閉蓋３２が前方へ倒れるのを防止できる。
【００２９】
なお、暖房器具を使用しない場合には、開閉蓋３２を前方へ開け、灯油コック１５を閉じ
る。次いで、ゴム管２８を灯油コック１５の接続管２７から外して引き出す。その後、開
閉蓋３２を閉じ、開閉蓋３２の上端を押圧して係止爪３４を本体３０に係止する。
【００３０】
以上のような実施形態により、次のような効果が発揮される。
（１）　実施形態における灯油コック収納用ボックスにおいては、壁１１の裏面側に当接
するボックス本体１３の端面にシール材２１が貼着されていることから、壁１１の裏面と
ボックス本体１３の端面との間から風が入り込むのを防止でき、建築物の室内への風の侵
入を遮断でき、高気密性を保持することができる。その結果、特に寒冷地における暖房器
具の効率を高めることができる。
（２）　また、ボックス本体１３を壁１１に取付けるための取付部１６がボックス本体１
３より上下外方に突出形成されていることから、ボックス本体１３を壁１１に取付ける際
の作業を容易に行うことができる。
（３）　ボックス本体１３の内底面にはねじ止め用の孔１８が設けられ、その孔１８には
孔１８を塞ぐ薄膜１９が形成されているため、このねじ止め用の孔１８を使用してボック
ス本体１３を壁１１に取付ける場合には、ねじ止め用の孔１８にビス２２をねじ込むこと
により、簡単に薄膜１９を破ってボックス本体１３を壁１１に固定することができる。
（４）　ねじ止め用の孔１８を使用しない場合には、ねじ止め用の孔１８が薄膜１９で塞
がれているので、その孔１８から風が入り込まないように遮断することができるとともに
、高気密性を保持することができる。
（５）　灯油コック１５と灯油配管２６との接続部２４が前記ボックス本体１３の外部に
設けられているため、ボックス本体１３の気密性を保持することができ、しかも灯油コッ
ク１５と配管２６との接続を容易に行うことができる。
（６）　ボックス本体１３と蓋体１４をＡＢＳ樹脂により成形することにより、従来の金
属に比べ、成形を容易に行うことができ、製造コストの低減を図ることができる。
【００３１】
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なお、この発明は以下のように形態を変更して実施することもできる。
（ａ）　シール材２１として、熱可塑性エラストマーやスポンジ等を使用すること。
（ｂ）　シール材２１をボックス本体１３の端面に接合する手段として、エポキシ樹脂系
やアクリル樹脂系の接着剤等を使用して接合すること。
（ｃ）　ボックス本体１３と蓋体１４をポリプロピレンなどにより成形し、さらに製造コ
ストの低減を図ること。
【００３２】
さらに、前記実施形態より把握される技術的思想について以下に記載する。
（１）　前記ボックス本体を四角箱状に形成するとともに、シール材をそのボックス本体
の端面の形状に合わせて四角枠状に形成し、そのシール材の両面に離型紙を貼った粘着テ
ープを貼着した請求項１に記載の灯油コック収納用ボックス。
【００３３】
このように構成した場合、シール材に貼着された粘着テープの離型紙を剥がしてボックス
本体の端面及び壁の裏面にシール材を容易に接着することができる。
（２）　前記シール材は弾性材料により形成された請求項１に記載の灯油コック収納用ボ
ックス。
【００３４】
このように構成すれば、ボックス本体の端面と壁の裏面との間のシール性を向上させるこ
とができ、その部分からボックス本体内へ風が侵入するのを防止できる。
【００３５】
【発明の効果】
この発明は、以上のように構成されているため、次のような効果を奏する。
請求項１に記載の発明の灯油コック収納用ボックスによれば、ボックス本体の端面と壁と
の間から室内へ風が入り込まないように遮断でき、高気密性を保持することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　実施形態における灯油コック収納用ボックスを示す斜視図。
【図２】　同じく灯油コック収納用ボックスを示す断面図。
【図３】　灯油コック収納用ボックスの開閉蓋を開いた状態の正面図。
【図４】　ボックス本体を示す背面図。
【図５】　灯油コック収納用ボックスを壁に取付けた状態を示す断面図。
【図６】　灯油コック収納用ボックスを壁に取付けた状態を示す断面図。
【図７】　灯油コック収納用ボックスを壁に取付けた状態を示す断面図。
【符号の説明】
１１…壁、１２…孔、１３…ボックス本体、１４…蓋体、１５…灯油コック、１６…取付
部、１８…ねじ止め用の孔、１９…薄膜、２１…シール材、２４…接続部。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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